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当院（3 階病棟・４階病棟）では、安心・安全な医療を提供するため、厚生労働大臣の定め

る施設基準に基づき、以下の体制を整え、適切に運用しております。 

1. 入院診療計画について 

当院では、患者さまが入院された際、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、リハビリテー

ションスタッフ等の多職種が共同して「入院診療計画書」を作成いたします。 

 入院後速やかに、診療方針、検査・処置の予定、リハビリテーションの計画、退院

支援に関する内容等についてご説明し、入院診療計画書を交付します。 

2. 適切な意思決定支援について 

当院では、患者さまが人生の最終段階における医療・ケアや、今後の療養場所等について、

自らの意思で決定できるよう支援する体制を整えています。 

 医師、看護師、社会福祉士等の多職種が連携し、患者さまやご家族様と繰り返し話

し合いを行うプロセス（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）を大切にしてい

ます。 

 厚生労働省の「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイド

ライン」等に準拠した院内指針を定め、患者さまの意思や価値観を最優先に尊重し

た意思決定支援を行います。 

3. 身体的拘束の最小化について 

当院（3 階病棟・4 階病棟）では、患者さまの尊厳を守り、安全な環境を提供するため、厚

生労働省の定める「身体的拘束の最小化」に係る施設基準を満たした組織的な取り組みを

行っています。 

 安易な拘束の禁止： 原則として身体的拘束は行いません。ただし、患者さまの生命

や身体に重大な危険が及ぶ場合など、医学的にやむを得ない「緊急やむを得ない場

合（切迫性・非代替性・一時性）」に限り、慎重に検討した上で、必要最小限の範囲

で実施することがあります。 

 身体的拘束最小化チームの活動： 医師、看護師等による専門チームを設置し、毎日

その必要性を再評価して、1 日でも早い解除に努めます。 

 職員教育： 職員への定期的な研修を実施し、拘束を必要としないケアの工夫（環境



調整や見守りなど）を推進しています。 

 

4. 院内感染防止対策について 

当院では、患者さまや職員を院内感染から守るため、以下の院内感染防止対策を徹底して

います。 

 院内感染対策委員会の設置： 院内感染対策委員会を定期的に開催し、院内感染情報

の把握と対策の構築を行っています。 

 感染制御チーム（ICT）の活動： 医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師等の多職種

によるチームが、定期的な病棟巡回（ラウンド）を行い、適切な衛生管理（手指衛

生の徹底など）を指導・実践しています。 

 地域の医療機関等との連携： 当院では感染対策向上加算に係る連携医療機関である

倉敷成人病センターと連携し、定期的な合同カンファレンスや情報共有を行ってい

ます。 

 職員教育の実施： 全職員を対象とした院内感染対策研修を年 2 回以上実施し、知識

と技術の向上を図っています。 

 抗菌薬の適正使用： 耐性菌の発生を防ぐため、抗菌薬の適正な選択・使用を管理し

ています。 

5. 医療安全管理体制について 

当院では、医療事故を防止し、安全な医療を提供するために以下の体制を構築しています。 

 医療安全管理委員会の設置： 組織的な医療安全活動を推進するため、各部門の責任

者による委員会を設置しています。 

 医療安全管理者の配置： 専門の医療安全管理者を配置し、院内のインシデント（ヒ

ヤリ・ハット）事例の収集・分析、および再発防止策の立案を行っています。 

 医療安全研修の実施： 安全意識の啓発のため、全職員を対象とした医療安全に関す

る研修を年 2 回以上開催しています。 

 事故発生時の体制： 万が一、医療事故が発生した場合には、迅速に救命処置を行う

とともに、事実関係の調査・原因分析を行い、速やかな情報開示と再発防止に努め

ます。 

6. 褥瘡（床ずれ）対策について 

当院では、入院生活中に褥瘡（床ずれ）が発生することを防ぐため、以下の対策に取り組

んでいます。 

 リスク評価の実施： 入院時に全ての患者さまに対して褥瘡発生のリスク評価（スケ

ールを用いた判定）を行います。 

 褥瘡対策チームの活動： 医師、看護師、管理栄養士、リハビリスタッフ等による専

門チームを設置しています。 

 適切なケアの提供： リスクの高い患者さまに対しては、体圧分散マットレスの配置、



定期的な体位変換、皮膚の清潔・保湿ケア、および栄養状態の改善など、個々の状

態に合わせた予防計画を作成・実施いたします。 

7. 栄養管理体制について 

当院では、患者さまの疾病治療および早期回復を支えるため、適切な栄養管理を行ってい

ます。 

 栄養状態の評価： 入院時に全ての患者さまの栄養状態を確認し、適切なスクリーニ

ングを実施します。 

 栄養サポートチーム（NST）の活動： 医師、看護師、管理栄養士、薬剤師等の多

職種が連携し、栄養状態が低下している患者さまに対して、最適な栄養補給方法（食

事、点滴、経管栄養など）を提案・実践します。 

 個別栄養管理の実施： 患者さまの病状や咀嚼・嚥下（飲み込み）機能に合わせた治

療食の提供を行うとともに、必要に応じて管理栄養士による個別のお食事の調整や

指導を行います。 


